
 新興国でインターネット利用者が急増しています。BRICs（ブラジル、ロシア、イ

ンド、中国）とインドネシア、米国、日本の7カ国について、2009年と2015年

（予想）のインターネット利用の普及率を比較すると、米国と日本はすでに普及率が

高いために伸びが限られる一方で、BRICsとインドネシアは普及率の大幅な伸びが予

想されています。 

 ボストン コンサルティング グループ(BCG)の調査によると、ブラジルとロシアで

は2015年、インターネット普及率が5割を越え、中国でも半数近くがインターネッ

トを利用すると見込まれています。インドやインドネシアでは 2009年の普及率がそ

れぞれ7％、12％にとどまっていますが、2015年には普及率が19％、37％まで上

昇し、わずか6年の間に利用者が約3倍となると同社は予測しています。 

 新興国の中にはすでに先進国を上回って普及しているインターネットサービスもあ

ります。例えば、利用者が140文字以内で「つぶやき」を投稿するコミュニケーショ

ンの手段として知られているツイッター（Twitter）。世界にはツイッターの利用者

が約1億人いると言われていますが、普及率が最も高い国はインドネシアで、ブラジ

ルが続いています。今後、新興国で始まったインターネットサービスが先進国に本格

的に上陸する日がすぐそこまで来ているのかもしれません。 
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